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研究成果の概要（和文）：「care－attachment」と「intersubjectivity－companionship」とい

う二つの社会的次元はどちらも 乳児期の対人関係、とりわけ発達初期の親子関係の基本概念で

あるが、両者の関係は知られていない。乳児期には親から安心感を得ると同時に、親とこと、

相互の意図に合わせて行為を調整し、協力し合う力の発達が必要である。そこで、本研究では、

29 組の母子を対象として出生直後から３歳まで、以下の指標について縦断的に観察した母親は、

３，４か月時に、遊戯性を、３，６か月時に Ainsworth の感受性を評価された乳児は ４か月

時に PIS、６か月時に物志向性と注意の共有、10 か月時に SIS を評価した。パス解析の結果、 
①PIS と SIS とは関係がないこと、②母親の遊戯性が intersubjectivity の発達に大きな影響力

を持つこと、③母親の感受性は inter-subjectivity とは独立なことが見出された。従って、乳児

期の対人関係の発達過程には、「care－attachment」と「intersubjectivity－companionship」
という二つの独立した文脈のあることが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： This longitudinal study examined developmental processes of 
infant intersubjectivity and their relations to maternal playfulness and maternal 
sensitivity. Both attachment and intersubjectivity are assumed a behavioral propensity 
towards interpersonal connectivity and sharing mental states with others. However, little 
is known about whether they have any relationship or not. 29 mother-infant dyads 
participated in this longitudinal study. Mothers were evaluated; playfulness at 3 and 4 
months, the Ainsworth scale of sensitivity at 3 and 6 months. Infants were measured; 
sensitivity to social contingency at 4 months, object orientation and sharing attention at 6 
months and levels of secondary intersubjectivity at 10 months. A path-analysis revealed 
that the primary and the secondary intersubjectivity are not related, and that maternal 
playfulness consistently guides development of infant intersubjectivity, but maternal 
sensitivity have no relation to it. 
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１．研究開始当初の背景 
これまでの研究では乳児期の対人関係の発
達の中核概念である「care－attachment」と
「intersubjectivity－companionship」とい
う二つの社会的次元について、別々に研究さ
れ、乳児の発達過程上でどのような相互影響
関係にあるかという点は検討されないまま
となっている。また、intersubjectivity の発
達は、Trevarthen によって、２者関係の第一
次（PIS)から三項関係の第二次（SIS)へと９
か月頃に移行することが論じられているが、
その発達過程は実証的に検証されていない。
そこで、本プロジェクトは、それら二つの対
人関係システム間の相互影響過程の発達的
変化を検討した。 
 
２．研究の目的 
(1)アタッチメントと親子の縦・横の関係: 対
人関係を大きく分けると、縦と横の関係に見
なせる。発達心理学では、伝統的に、縦の親
子関係、横のピアー関係に分けられてきた。
しかも、アタッチメント理論に認められるよ
うに、乳児決定論によって、ピアー関係を含
むあらゆる面の決定性を親子関係に与える
と同時に親の役割をアタッチメント対象に
固定するとともに、横の関係は幼児期以降の
ピアー関係に限定をして扱われてきた。しか
し、最近、親はアタッチメント対象であるば
かりではなく、教師、遊び相手など多面的な
役割を担っている、アタッチメントシステム
は危険で活性化するのだから遊びのような
安全な場面にまで敷衍することは理論的に
誤りである、乳児期のアタッチメントの質が
後の行動に影響するのは「all good things go 
together」にすぎないなどの主張などが出さ
れつつある。とりわけ、、最近の動きとして、
アタッチメント関係の影響範囲を特定の領
域、すなわち、心身の危険・脅威への不安や
その克服と安全などに限定をすべきだと主
張されつつある。Grossmann, Grossmann, 
& Zimmermann (1999)は、我々の行動を危
険な状況でアタッチメント対象に接近する
傾向（propensity）と、安全な状況でアタッ
チメント行動を低減させて遊びや探索に従
事する傾向に分けて論じている。Macdonald 
(1992) は、アタッチメントと「暖かさ
(warmth)」とは、それぞれ negative な情動、
positive な情動とを下敷きにした生物学的に
異なる行動システムであると論じている。つ
まり、アタッチメントは恐怖からの保護と関
わる情動－動機システムであり、親密さのよ
うな positiveな情動－動機システムからは区
別されなければならないという。Bowlby も

またアタッチメントの機能について、元々、
「捕食者からの保護」を想定していた（近藤, 
2001）という。実際、乳児期のアタッチメン
トが Strange Situation Procedure という未
知の状況での母子分離によって子どもから
緩やかな不安・ストレスを誘発するような負
荷をかけた negative な状況で測定されるこ
とを考えれば、このことは理論的には当然と
いえよう。むしろ、このようなストレスフル
な状況で測られたアタッチメントの質の違
いが、なぜ遊びという楽しい状況が大半であ
るピアー関係に影響を及ぼすと主張できる
のかの方が不思議に思われる。アタッチメン
ト 研 究 者 で あ る Waters, Corcoran, & 
Anafarta (2005)は、元々、アタッチメントは
親密な関係だけを対象としてきたはずなの
に、明確な説明理論を欠いたまま、「all good 
things go together」として secure なアタッ
チメントが他の領域と関係を持っているか
のように拡大をしてきたことを認め、その好
例として仲間関係への影響を挙げている。つ
まり、望ましい親子関係と望ましいピアー関
係とが併存した全体的に望ましい発達状況
にある子どもは珍しくはないのであり、両者
の相関が認められたとしても、それが先行条
件として使われてきたアタッチメントの結
果であるかどうかは、事実を反映していない
可能性があることに留意すべきだというの
である。したがって、仮にアタッチメントが
ピアー関係に影響を及ぼすとするなら、それ
はどのような文脈の場合かを明らかにする
ことが必要であり、両者の影響関係を明確化
することができるのではないかと考えられ
る。少なくとも、親子アタッチメント関係の
全体がピアー関係の全体と相関をしている
というのではなく、前者が後者の文脈である
遊び、協力、友情、競争、恋愛などの特徴の
いずれと関係を見いだせるかを明らかにす
る こ と で は な い だ ろ う か 。 つ ま り 、
Macdonald (1998)が主張したように、人間の
行動は複合的な動機システム (discrete 
human motivational systems)から成り立っ
ていること、それが特定の文脈において影響
力を持つことを明らかにすることになるの
ではないだろうか。 
 
(2)親子関係の多面性: これまでの研究の多
くでは、親子関係での親の役割を養護性に限
定した見方がとられてきたが、文脈による行
動、役割の違いを考慮に入れることで、親は
多重の役割を担っているという事実が再発
見されるだろう。たとえば、親が子どもの遊
び相手になることは日常では珍しくないこ



 

 

とであるだけではなく、親子遊びが子どもの
発達に重要であることは多々言われてきた
(Fromberg & Bergen, 1998; MacDonald, 
1993)。とりわけ乳児期では、くすぐりやコ
ミカルな発声や“いないいないばあ”などの
ゲーム様の親との遊びは、「思考の揺籃」
(Hobson, 2002)として重視されてきた。しか
も、親は、子どもと一緒に学ぶことを楽しむ
プレイメイトである(Nakano, 1998, 2001; 
Reddy, 2001)。 同時に、遊びのエキスパート
としての足場を提供している(Fromberg & 
Bergen, 1998)。 
同時に、親は文脈によって教師、遊び相手、
安全基地を演じ、また、子どもと同じ視点に
立ちつつ、同時に、大人としての視点を維持
す る よ う な 多 重 の 視 点 （ multiple 
perspectives）で子どもと関わっていること
も報告されている (Maccoby, 1992)。 
したがって、アタッチメントは子どもの発達
を生み出し、方向づけている全体的な社会的
システムではあっても、その全体のの一部
(Levitt, 2005)だと考えられる。また、親の役
割をこのような多面的な視点、とりわけ遊び
相手としてとらえることは、親子関係が従来
の研究で信じられてきたような縦の関係に
限定されるのではなく、いわば横の関係も含
んでいることを示唆する。 
問題は、このような親子のプレイフルなやり
とりとアタッチメントとは同じ親子関係の
中でいかに関連しているのかである。また、
それぞれがピアーとの関係とどのような影
響関係を持っているのかである。親の役割の
多面性が指摘されたのは決して、最近のこと
ではない(Crittenden, 1988; Maccoby, 1992)。
それにもかかわらず、このような親子関係の
多面的関係の側面が相互に影響し合ってい
るのかそれぞれ独立した関係を構成してい
るのかが検討されないまま等閑視されてき
た (Grossmann & Grossmann, 2000) 。
Thompson (2005)が強調しているように、多
重な関係にあるものは多重なものとしてと
らえるということが、追求されなければなら
ないことは明らかである。 
 
（(3)Intersubjectivityと companionship: 親
の役割には、危険－安全という negative な次
元でのアタッチメント保護と同時に、親しさ
や遊びなどの positiveな次元が多面性が含ま
れている。このことは、親は子どもと関わっ
て い る 時 に は 、 主 に 共 同 性 ・ 同 等 性 
（companionship）を感じている(Harach & 
Kuczynski, 2005)、幼い幼児でも自分と相手
との主観的な年齢差の判断から、相手に求め
る行動を依存的な行動・態度と対等な行動・
態度を区別して、場面ごとに使い分ける 
(Edwards、1998)、などの知見から示唆され
る。この視点に立てば、従来の研究で踏襲さ

れてきた親子関係を縦、仲間関係を横とする
固定した見方は事実を反映していないこと
になる。つまり、私たちの他者との関係は、
大人であっても、子どもであっても、いわゆ
る縦の関係も横の関係も含まれていると推
察される。つまり、私たちの行動は、このよ
うに文脈依存的でかつ可塑的といえる。 
Trevarthen(1998, 2001)は、子どもは親に保
護ではなく、仲間(companion)としての同型
的な関わり、すなわちコンパニオンシップを
求める生得的な動機（motive）を持って生ま
れてくるのであり、アタッチメントは保護や
世話などの養護的な(nurturant）行動の範囲
に限定された関係に過ぎない(Trevarthen, 
2006)と論じている。つまり、secure なアタ
ッチメントだけが乳児の社会情動的な動機
に応えるものではなく、出生直後から親子関
係を成り立たせ、展開されているのはコンパ
ニオンシップであるという。 
従って、アタッチメントだけではなく、コン
パニオンシップを含めた新しい統合的な視
点が求められているのである。Trevarthen 
(2006)は、私たちの行動はその時々の動機の
違いによってコンパニオンシップ、アタッチ
メント、そして認知活動という異なったシス
テムが有機的に生起するかを論じ、そのよう
なプロセスを「アタッチメントの環（the 
circle of attachments）」として提唱している。
このような多重かつ有機的な関係性の発達
システムの視点に立つことで、全体的な発達
象を描けるようになるのではないかと考え
られる。 

しかしながら、Hobson et al. (2004)は母親
の感受性がSISと相関することを示している
が、一方で Nakano 他 (2007)は、少なくと
も母親の感受性はPISとは関係ないと論じて
いる。Tomasello ら(in press)は attachment
はサルで認められるが、Intersubjectivity は
認められないことから、別物であることを示
唆している。 

さらに、Trevarthen は、PIS から SIS へ
の発達過程について、実証的なデータを示し
ていない(Trevarthen, 1979; Trevarthen & 
Hubley,1978)。彼の記述では、9～10 か月頃
に、その直前のものへの強い興味から SIS が
“突然”出現するという。 

そこで、本研究は、この点も含めて「care
－ attachment 」 と 「 intersubjectivity －
companionship」という二つの社会的次元の
関係性について検討をした。 

 
３．研究の方法 

①参加者：妊娠中のカップル対象のマタニ
ティスクールで子どもが誕生後にプロジェ
クトに参加してくれるようにという募集に
応じた、43 人の協力者。そのうち 子どもの
月齢 3、4、6 、10 か月の全測定に参加して



 

 

くれた 29 組の母子をここでの分析データと
して用いた。 

 
②測定尺度： 
1) ３か月：母親のやりとりスタイルの測定：遊

戯性、感受性、指示性、情動性、仲間性、養護
性について５段階で評定し、因子分析を実施。

その結果、 “playful companion”と“sensitive s
upport”のやりとりスタイルが見出されたので、
それぞれについて得点化 

2) ４か月：乳児のPIS測定、母親の遊戯性測
定：Murray and Trevarthen (1985)のダブルビ
デオ法でPISを測定。同時に母親の遊戯的働き

かけ頻度を測定(詳細は Nakano et al. (2007)
参照) 

3) 6 か月：実験者が家庭訪問し、１０分間の

自由遊びを録画～母親の感受性(Ainsworth et
 al., 1978)と乳児の物志向性(自由遊び中の自
発的な物への接近｝を測定 

4) １０か月： Hobson et al. ( 2004)を修正し
た「E-TRIAL」法で乳児のSISを測定： 乳児が、
1)物の永続性課題、2)道具課題、3)回り道課題、

4)模倣課題、5)協力課題、6)共同注視課題での
成功・失敗経験を実験者とどれほど共有しよう
とするかで評定 
 
４．研究成果 

①各月齢での変数間の相関関係 

有意な相関関係は、 
・母親の３か月の遊戯性と乳児の４か月で

の PIS および 10 か月での SIS 
・母親の３か月の感受性と６か月の感受性 
・乳児の６か月での注意の共有と 10 か月

での SIS 
＊しかし、母親の感受性は PIS、SIS のど

ちらども関係性が認められなかった。 
＊PISとSISは関係性が認められなかった。 
以上から、intersubjectivity とアチッチ

メントとは異なる親子関係のシステムにあ
るのではないかと考えられる。また、２者関
係（PIS）と３者関係（SIS）は発達的に異な
る起源を持っているようだと考えられる。 

②各月齢での変数間のパス解析 

各月齢間での変数間の有意なパスは、上の
結果と同様に 
・母親の３か月の遊戯性と乳児の４か月の

PIS および 10 か月での SIS 
・母親の３か月の感受性と６か月の感受性 
・乳児の６か月での注意の共有と 10 か月

での SIS 
 
したがって、この結果からも 
intersubjectivity とアチッチメントとは

異なる親子関係のシステムであり、前者は、
親の遊戯性と関連したシステムといえる。さ
らに、２者関係（PIS）と３者関係（SIS）は
発達的に異なる起源を持ち、後者は、子ども
が注意を共有しようという共同注意の出現
と関連しているようである。 
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